
１１ 高齢者の権利擁護

＜岡山県長寿社会課ホームページ掲載＞

● 岡山県高齢者虐待防止ガイドライン

http://www.pref.okayama.jp/page/detail-27611.html

● 身体拘束のないケアの実現に向けて

http://www.pref.okayama.jp/page/detail-41109.html

● ケア従事者のための身体拘束ゼロハンドブック

http://www.pref.okayama.jp/page/detail-79991.html

● 養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況について

http://www.pref.okayama.jp/page/detail-12918.html

Ⅰ 高齢者虐待防止法
１ 高齢者虐待防止法の成立

近年、我が国においては、介護保険制度の普及、活用が進む中、一方では高齢者に対する身

体的・心理的虐待、介護や世話の放棄・放任等が、家庭や介護施設などで表面化し、社会的な

問題となっています。

平成17 年11 月1 日に国会において「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援

等に関する法律」（以下、「高齢者虐待防止法」という。）が議員立法で可決、成立し、平成18

年4 月1 日から施行されています。

２ 「高齢者虐待」の捉え方

（１）高齢者虐待防止法による定義

高齢者虐待防止法では、「高齢者」とは65 歳以上の者と定義されています（高齢者虐

待防止法（以下特に法律名を明記しない限り同法を指します。）第2 条1 項）。

また、高齢者虐待を「養護者による高齢者虐待」及び「養介護施設従事者等による高齢

者虐待」に分けて次のように定義しています。

ア．養護者による高齢者虐待

養護者とは、「高齢者を現に養護する者であって養介護施設従事者等以外のもの」と

されており、高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等が該当すると考えられます。

養護者による高齢者虐待とは、養護者が養護する高齢者に対して行う次の行為とされ

ています。

ⅰ 身体的虐待：高齢者の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴力を加えること。
ⅱ 介護・世話の放棄・放任：高齢者を衰弱させるような著しい減食、長時間の放置、養

護者以外の同居人による虐待行為の放置など、養護を著しく怠
ること。

ⅲ 心理的虐待：高齢者に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応その他の高齢者に著
しい心理的外傷を与える言動を行うこと。

ⅳ 性的虐待 ：高齢者にわいせつな行為をすること又は高齢者をしてわいせつな行為を
させること

ⅴ 経済的虐待：養護者又は高齢者の親族が当該高齢者の財産を不当に処分することその
他当該高齢者から不当に財産上の利益を得ること。
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イ．養介護施設従事者等による高齢者虐待

老人福祉法及び介護保険法に規定する「養介護施設」又は「養介護事業」の業務に従

事する職員が行う上記ⅰ～ⅴの行為です。

「養介護施設」又は「養介護事業」に該当する施設・事業は以下のとおりです。

高齢者虐待防止法に定める「養介護施設従事者等」の範囲（高齢者虐待防止法第2条）

区 分 老人福祉法による規定 介護保険法による規定

・老人福祉施設 ・介護老人福祉施設
・有料老人ホーム ・介護老人保健施設

養介護施設 ・介護療養型医療施設
・地域密着型介護老人福祉施設
・地域包括支援センター

・老人居宅生活支援事業 ・居宅サービス事業
・地域密着型サービス事業
・居宅介護支援事業

養介護事業 ・介護予防サービス事業
・地域密着型介護予防サービス事業
・介護予防支援事業

養介護施設 「養介護施設」又は「養介護事業」の業務に従事する者
従事者等

（２）「高齢者虐待」の捉え方と対応が必要な範囲について

高齢者虐待防止法では、高齢者虐待を上記のように定義していますが、これらは、広い

意味での高齢者虐待を「被保険者が他者からの不適切な扱いにより権利利益を侵害される

状態や生命、健康、生活が損なわれるような状態に置かれること」と捉えた上で、高齢者

虐待防止法の対象を規定したものということができます。

また、介護保険制度の改正によって実施される地域支援事業（包括的支援事業）のひと

つとして、市町村に対し、「被保険者に対する虐待の防止及びその早期発見のための事業

その他の高齢者の権利擁護のための必要な援助を行う事業」（介護保険法第115条の４５

第1項第4号）の実施が義務付けられています。

このため、市町村は、高齢者虐待防止法に規定する高齢者虐待かどうか判別しがたい事

例であっても、高齢者の権利が侵害されていたり、生命や健康、生活が損なわれるような

事態が予測されるなど支援が必要な場合には、高齢者虐待防止法の取扱いに準じて、必要

な援助を行っていく必要があります。

３ 養介護施設の設置者、養介護事業者の責務

養介護施設の設置者及び養介護事業を行う者は、従事者に対する研修の実施のほか、利用者

や家族からの苦情処理体制の整備その他従事者等による高齢者虐待の防止のための措置を講じ

なければなりません（法第20条）。

４ 高齢者虐待の防止に向けた基本的視点

＜基本的な視点＞

（１）発生予防から虐待を受けた高齢者の生活の安定までの継続的な支援

高齢者虐待防止対策の目標は、高齢者を虐待という権利侵害から守り、尊厳を保持し

ながら安定した生活を送ることができるように支援することです。

高齢者に対する虐待の発生予防から、虐待を受けた高齢者が安定した生活を送れるよ

51



うになるまでの各段階において、高齢者の権利擁護を理念とする切れ目ない支援体制が

必要です。

（２）高齢者自身の意思の尊重

高齢者虐待は児童虐待と異なり、「成人と成人」との人間関係上で発生することがほ

とんどです。「被害者－加害者」という構図に基づく対応ではなく、介護保険制度の理

念と同様、高齢者自身の意思を尊重した対応を行うことが必要です。

（３）虐待を未然に防ぐための積極的なアプローチ

高齢者虐待の問題では、虐待を未然に防止することが最も重要な課題です。そのため

には、家庭内における権利意識の啓発、認知症等に対する正しい理解や介護知識の周知

などのほか、介護保険制度等の利用促進などによる養護者の負担軽減策などが有効です。

また、近隣とのつきあいがなく孤立している高齢者のいる世帯などに対し、関係者に

よる働きかけを通じてリスク要因を低減させるなど、高齢者虐待を未然に防ぐための積

極的な取組が重要となります。

（４）虐待の早期発見・早期対応

高齢者虐待への対応は、問題が深刻化する前に発見し高齢者や養護者・家族に対する

支援を開始することが重要です。民生委員や自治会・町内会等の地域組織との協力連携、

地域住民への高齢者虐待に関する啓発普及、保健医療福祉関係機関等との連携体制の構

築などによって、虐待を未然に防いだり、仮に虐待が起きても早期に発見し対応できる

仕組みを整えることが必要です。

（５）高齢者本人とともに養護者を支援する

在宅で養護者による虐待が起きる場合には、虐待している養護者を加害者として捉え

てしまいがちですが、介護疲れなど養護者自身が何らかの支援を必要としている場合も

少なくありません。また、他の家族等の状況や経済状況、医療的課題、近隣との関係な

ど様々な問題が虐待の背景にあることを理解しておく必要があります。

高齢者虐待の問題を高齢者や養護者のみの問題として捉えるのではなく、家庭全体の

状況からその家庭が抱えている問題を理解し、高齢者や養護者・家族に対する支援を行

うことが必要です。

（６）関係機関の連携・協力によるチーム対応

高齢者虐待の発生には、家庭内での長年の歴史を基にした人間関係や介護疲れ、金銭

的要因など様々な要因が影響しており、支援にあたっては高齢者や養護者の生活を支援

するための様々な制度や知識が必要となります。そのため、発生予防から通報等による

事実確認、高齢者の生活の安定に向けた支援にいたる各段階において、複数の関係者が

連携を取りながら高齢者や養護者の生活を支援できる体制を構築し、チームとして虐待

事例に対応することが必要です。

＜留意事項＞

その１ 虐待に対する「自覚」は問わない

高齢者本人や養護者の虐待に対する自覚の有無にかかわらず、客観的に高齢者の権利が

侵害されていると確認できる場合には、虐待の疑いがあると考えて対応すべきです。

その２ 高齢者の安全確保を優先する

高齢者虐待に関する通報等の中には、高齢者の生命に関わるような緊急的な事態もある

と考えられ、そのような状況下での対応は一刻を争うことが予想されます。

入院や措置入所などの緊急保護措置が必要な場合には、養護者との信頼関係を築くこと

ができないときでも高齢者の安全確保を最優先する必要があります。その場合、養護者に

対しては関係者からのアプローチや仲介によって信頼関係を構築したり支援を行うなど、
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時間をかけた対応が必要となることもあります。

その３ 常に迅速な対応を意識する

高齢者虐待の問題は、発生から時間が経過するにしたがって虐待が深刻化することが予

想されるため、通報や届出がなされた場合には迅速な対応が必要です。また、虐待は夜間

や休日も発生するものであるため、地域で夜間や休日においても相談や通報、届出や緊急

の保護に対応できるようにし、関係者や住民に周知する必要があります。

その４ 必ず組織的に対応する

高齢者虐待の事例に対しては、担当者一人の判断で行うことを避け組織的な対応を行う

ことが必要です。

相談や通報、届出を受けた職員は、早急に高齢者虐待担当の管理職やそれに準ずる者な

どに相談し、相談等の内容、状況から緊急性を判断するとともに、高齢者の安全や事実確

認の方法、援助の方向などについて組織的に判断していく必要があります。

特に、高齢者の安全や事実確認のための調査では、担当者一人への過度の負担を避け、

また客観性を確保するなどの視点から、複数の職員で対応することを原則とします。

その５ 関係機関と連携して援助する

複合的な問題を抱える事例に対しては、問題への対応機能を有した機関との連携が不可

欠であり、地域包括支援センターが構築する「高齢者虐待防止ネットワーク」を活用する

ことが有効です。

ネットワークの運営は地域包括支援センターの業務ですが、各機関の代表者等による会

議とともに、個別の事例に対応するための担当者レベルでのケース会議が必要となります。

ケース会議では、事例に対する援助方針やキーパーソン、各機関の役割分担、連絡体制等

を定めて援助内容を決定するとともに、定期的なモニタリングによる援助内容の評価や再

調整を行います。

その６ 適切に権限を行使する

高齢者虐待防止法では、虐待によって生命又は身体に重大な危険が生じているおそれが

あると認められる高齢者を一時的に保護するため、市町村が適切に老人福祉法の規定によ

る措置を講じ、又は成年後見開始の審判の請求をすることを規定しています（第9 条）。

高齢者の安全を最優先に考え、必要がある場合には、適切に行政権限を行使することが必

要です。

家族の意に反し措置を実施するなどの事例は数年に1 回となるなど少ない頻度となる

ことも想定されます。そういった場合でも適切に権限を発動するためには、組織内での実

施ルールの確定、予算措置、実践事例の収集や蓄積、研修など、実施を想定した体制を構

築することが望まれます。
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Ⅱ 身 体 拘 束 廃 止 に 向 け て

【指定介護老人福祉施設に係る基準省令（平成11年厚生省令第39号）第11号その他基準省令関係

条文】→岡山県条例においても規定

「当該入所者（利用者）又は他の入所者等（利用者等）の生命又は身体を保護するため緊急やむ

を得ない場合を除き、身体的拘束その他入所者の行動を制限する行為（以下「身体的拘束等」

という。）を行ってはならない。」

【身体拘束禁止の対象となる具体的行為】

１．ひも等を使用して身体の動きを制限する

（１）徘徊しないように、車椅子や椅子、ベッドに体幹や四肢をひもで縛る。

（２）転落しないように、ベッドに体幹や四肢をひも等で縛る。

（３）点滴・経管栄養等のチューブを抜かないように、四肢をひも等で縛る。

（４）他人への迷惑行為を防ぐために、ベッドなどに体幹や四肢をひも等で縛る。

２．ベルト等を使用して身体の動きを制限する。

車いすやいすからずり落ちたり、立ち上がったりしないように、Ｙ字型拘束帯や腰ベルト、

車いすテーブルをつける。

３．ベッド柵を使用して行動を制限する。

自分で降りられないように、ベッドを柵で囲む。

４．ミトン型の手袋等をつけて手指の動きを制限する。

点滴・経管栄養等のチューブを抜かないように、または皮膚をかきむしらないように、手

指の動きを制限するミトン型の手袋等をつける。

５．椅子などを使用して行動を制限する。

立ち上がる能力のある人の立ち上がりを妨げるような椅子を使用する。

６．つなぎ服を使用して、動きを制限する。

脱衣やおむつはずしを制限するためにつなぎ服を着せる。

７．過剰に薬を使用して行動を制限する。

行動を落ち着かせるために向精神薬を過剰に服用させる。

８．鍵をかけた部屋に隔離する。

自分で開けることのできない居室等に隔離する。

【身体拘束が「やむを得ない」と認められる３要件】

・・全て満たしてはじめて「やむを得ない」ということができる。

１．切迫性＝本人または他の利用者の生命または身体が危険にさらされる危険性が著しく高いこ

と。

２．非代替性＝身体拘束その他の行動制限を行う以外に代替する介護方法がないこと。

３．一時性＝身体拘束その他の行動制限が一時的なものであること。

以上の３要件を満たすことなく身体拘束に当たる行動制限等を行った場合、基準省令違反であ

り、虐待に当たるおそれもあります。
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身体拘束廃止に向けてまずなすべきこと－五つの方針－

～「身体拘束ゼロへの手引き」より～

【トップが決意し、施設や病院が一丸となって取り組む】

組織のトップである施設長や病院長、そして看護・介護部長等の責任者が「身体拘束廃止」を

決意し、現場をバックアップする方針を徹底することが重要です。そのためには施設長をトップ

とした「身体拘束廃止委員会」を設置し、施設・病院全体で身体拘束廃止に向けて現場をバック

アップしてください。

【みんなで議論し、共通の意識をもつ】

身体拘束の問題は、個人それぞれの意識の問題でもあります。そのため、身体拘束の弊害をし

っかり認識し、どうすれば身体拘束を廃止できるかを、トップも含めてスタッフ間で十分に議論

し、みんなで問題意識を共有していく努力が求められます。

【まず、身体拘束を必要としない状態の実現を目指す】

個々の高齢者についてもう一度心身の状態を正確にアセスメントし、身体拘束を必要としない

状態を作り出す方向を追求していくことが重要です。

問題行動がある場合も、そこには何らかの原因があるのであり、その原因を探り、取り除くこ

とが大切です。

【事故の起きない環境を整備し、柔軟な応援態勢を確保する】

身体拘束の廃止を側面から支援する観点から、転倒等の事故防止対策を併せて講じる必要があ

ります。

そのためには、転倒や転落などの事故が起きにくい環境づくり（手すりを付ける、足元に物を

置かない、ベッドの高さを低くするなど）と、スタッフ全員で助け合える態勢づくり（対応が困

難な場合について、柔軟性のある態勢の確保）が重要となります。

【常に代替的な方法を考え、身体拘束するケースは極めて限定的に】

身体拘束せざるを得ない場合についても、本当に代替する方法はないのか真剣に検討すること

が求められます。

「仕方がない」「どうしようもない」とみなされて拘束されている人はいないか、拘束されて

いる人については「なぜ拘束されているのか」を考え、まず、いかに拘束を解除するかを検討す

ることから始める必要があります。

基準省令において「生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合」は身体拘束が認めら

れていますが、この例外規定は極めて限定的に考え、すべての場合について身体拘束を廃止して

いく姿勢を堅持することが重要です。
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く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

と
は
？
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

を
利
用
す
る
た
め
の
申
立
て
に
つ
い
て
 …
…
３

一
般
的
な
手
続
の
流
れ
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

の
仕
事
に
つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

に
つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

登と
う

記き

制せ
い

度ど

に
つ
い
て
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

家か
　
て
い 庭
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

1

　
　
　成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

と
は

ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
で
す
か
?

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

と
は
?

ど
の
よ
う
な
種
類
が

あ
る
の
で
す
か
？

　
認
知
症
，知
的
障
害
，精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力

が
十
分
で
は
な
い
方
（
こ
こ
で
は
「
本
人
」
と
い
い
ま
す
。）
に
つ
い
て
，

本
人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
（「
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

」
等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
，本

人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
る
前
に
➡
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

ど
「，」

に
誰

「，
て

え
備
に

合
場
た

っ
な

と
分
十

不
が
力

能
断

判，
来

将
　

　

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
う
か
」
を
あ
ら
か
じ
め
契
約
に
よ
り
決
め

て
お
く
「
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

」
が
利
用
で
き
ま
す
。

　【
▲

詳
し
く
は
7
ペ
ー
ジ
】

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
て
か
ら
➡
法ほ
う

定て
い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

　
　
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
，援
助
者
と
し
て
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

等
（
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

・
保ほ

佐さ

人に
ん

・
補ほ

助じ
ょ

人に
ん

）
が
選
ば
れ
る
「
法ほ
う

定て
い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

」
が
利
用

で
き
ま
す
。利
用
す
る
た
め
に
は
，家
庭
裁
判
所
に
審し
ん

判ぱ
ん

の
申
立
て
を

し
ま
す
。

　
　
本
人
の
判
断
能
力
に
応
じ
て
，「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
3
つ
の

こ
う
け
ん

ほ
さ

ほ
じ
ょ

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。 【

▲

事
例
は
2
ペ
ー
ジ
】

法ほ
う

定て
い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

の
3
種
類

後こ
う

 見け
ん

保ほ

 佐
さ

補ほ

 助じ
ょ

対
象
と
な
る
方

判
断
能
力
が
全
く
な
い
方

判
断
能
力
が
著
し
く
不
十
分
な
方

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

申
立
て
が
で
き
る
方

本
人
，配
偶
者
，四
親
等
内
の
親
族
，検
察
官
，市
区
町
村
長
な
ど

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

等
の
権
限

必
ず
与
え
ら
れ
る

権
限

― ―

申
立
て
に
よ
り

与
え
ら
れ
る

権
限

―

制
度
を
利
用
し
た
場
合
の

資
格
な
ど
の
制
限

※
１
　
民
法
13
条
１
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
借
金
，訴
訟
行
為
，相
続
の
承
認
や
放
棄
，新
築
や
増
改
築
な
ど
の
事
項
を
い
い
ま
す
。た
だ
し
，日
用
品
の
購
入
な
ど
日
常
生
活
に
関
す
る
行
為

は
除
か
れ
ま
す
。

※
２
　
本
人
が
特
定
の
行
為
を
行
う
際
に
，そ
の
内
容
が
本
人
に
不
利
益
で
な
い
か
検
討
し
て
，問
題
が
な
い
場
合
に
同
意
（
了
承
）す
る
権
限
で
す
。保
佐
人
，補
助
人
は
，こ
の
同
意
が

な
い
本
人
の
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
３
　
民
法
13
条
１
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
同
意
を
要
す
る
行
為
に
限
定
さ
れ
ま
せ
ん
。　

？ ？

1

財
産
管
理
に
つ
い
て
の
全
般
的

な
代
理
権
，取
消
権
（
日
常
生
活

に
関
す
る
行
為
を
除
く
）

特
定
の
事
項
（
※
１
）
に
つ
い
て

の
同
意
権
（
※
２
），
取
消
権
（
日

常
生
活
に
関
す
る
行
為
を
除
く
）

特
定
の
事
項（
※
１
）以
外
の
事
項
に

つ
い
て
の
同
意
権（
※
２
），
取
消
権

（
日
常
生
活
に
関
す
る
行
為
を
除
く
）

特
定
の
法
律
行
為（
※
３
）に
つ
い
て

の
代
理
権

特
定
の
事
項
（
※
１
）
の
一
部
に
つ

い
て
の
同
意
権（
※
２
），
取
消
権（
日

常
生
活
に
関
す
る
行
為
を
除
く
）

特
定
の
法
律
行
為
（
※
３
）
に
つ

い
て
の
代
理
権

医
師
，
税
理
士
等
の
資
格
や
会
社

役
員
，
公
務
員
な
ど
の
地
位
を
失

う
，
選
挙
権
を
失
う
な
ど

医
師
，
税
理
士
等
の
資
格
や
会

社
役
員
，
公
務
員
な
ど
の
地
位

を
失
う
な
ど
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2

ど
の
よ
う
な
場
合
に
，法ほ

う

定て
い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

を
利
用
す
る
の
で
す
か
？

法ほ
う

定て
い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

を
利
用
し
た
例
と
し
て
，次
の
よ
う
な
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

後こ
う

 見け
ん

　
本
人
は
5
年
ほ
ど
前
か
ら
認
知
症
の
症
状
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
，2
年
前
か
ら
は
入
院
し
て
い
ま
す
。あ
る
日
，

本
人
の
弟
が
死
亡
し
，本
人
が
弟
の
財
産
を
相
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。弟
に
は
負
債
し
か
な
く
，困
っ
た
本
人

の
妻
は
本
人
の
た
め
に
相
続
放
棄
の
手
続
を
と
り
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　
本
人
の
妻
が
後こ
う

見け
ん

開か
い

始し

の
審し
ん

判ぱ
ん

の
申
立
て
を
行
い
，家
庭

裁
判
所
の
審し
ん

理り

を
経
て
，本
人
に
つ
い
て
後こ
う

見け
ん

が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

に
は
妻
と
司
法
書
士
が
選せ
ん

任に
ん

さ
れ
，

妻
が
本
人
の
入
院
契
約
な
ど
を
，司
法
書
士
が
相
続
放
棄
の

手
続
や
本
人
の
財
産
管
理
を
，そ
れ
ぞ
れ
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▲ ▲ ▲

保ほ

 佐
さ

　
本
人
は
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
が
，最
近
認
知

症
の
症
状
が
進
み
， 買
い
物
の
際
に
1
万
円
札
を
出
し
た

か
5
千
円
札
を
出
し
た
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
な
ど
が

多
く
な
り
，日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で

本
人
は
隣
県
に
住
む
長
男
と
同
居
す
る
こ
と
に
な
り
，今

ま
で
住
ん
で
い
た
自
宅
の
土
地
・
建
物
を
売
却
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

補ほ

 助じ
ょ

　
本
人
は
最
近
，訪
問
販
売
員
か
ら
必
要
の
な
い
高
価
な

品
物
を
い
く
つ
も
購
入
す
る
な
ど
，軽
度
の
認
知
症
の
症

状
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。あ
る
日
，同
居
中
の

次
女
が
外
出
し
て
い
る
間
に
，訪
問
販
売
員
に
勧
め
ら
れ
，

定
期
預
金
を
解
約
し
て
必
要
の
な
い
高
額
の
呉
服
を
何

枚
も
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
次
女
が
補ほ

助じ
ょ

開か
い

始し

の
審し
ん

判ぱ
ん

の
申
立
て
（
※
4
）
を
し
，あ
わ

せ
て
本
人
が
高
額
な
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同ど
う

意い
ふ

よ

権け
ん

付
与
の
審し
ん

判ぱ
ん

の
申
立
て
（
※
4
）
を
し
ま
し
た
。家
庭
裁

判
所
の
審し
ん

理り

を
経
て
，本
人
に
つ
い
て
補ほ

助じ
ょ

が
開
始
さ
れ
，次

女
が
補ほ

に
ん

助じ
ょ

人
に
選せ
ん

任に
ん

さ
れ
ま
し
た
。次
女
に
は
同
意
権
が
与

え
ら
れ
，本
人
が
次
女
に
断
り
な
く
高
額
な
商
品
を
購
入
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
は
，次
女
が
そ
の
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
 4
保
佐
人
に
代
理
権
を
与
え
る
審
判
を
す
る
場
合
や
，補
助
開
始
の
審
判
や
補
助
人
に
同
意
権
・
代
理
権
を
与
え
る
審
判
を
す
る
場
合
，本
人
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

と
し
て
の
責
任
は
，
申
立
て
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
問
題
が
解
決

し
た
後
も
続
き
ま
す
。【

▲

詳
し
く
は
６
ペ
ー
ジ
】

ほ
さ
か
い
し

し
ん
ぱ
ん

だ
い
り
け
ん
ふ

よ
し
ん
ぱ
ん

し
ん
り

ほ
さ

ほ
さ
に
ん

せ
ん
に
ん

き
ょ
じゅ

う
よ
う
ふ
ど
う
さ
ん

し
ん
ぱ
ん

　
長
男
が
保
佐
開
始
の
審
判
の
申
立
て
を
し
，あ
わ
せ
て
土

地
，建
物
を
売
却
す
る
こ
と
及
び
売
却
代
金
を
管
理
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
代
理
権
付
与
の
審
判
の
申
立
て
（
※
4
）
を
し

ま
し
た
。家
庭
裁
判
所
の
審
理
を
経
て
，本
人
に
つ
い
て
保
佐

が
開
始
さ
れ
，長
男
が
保
佐
人
に
選
任
さ
れ
土
地
売
却
等
に
つ

い
て
の
代
理
権
も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。長
男
は
，家
庭
裁
判
所

か
ら
別
途
申
し
立
て
た
居
住
用
不
動
産
の
処
分
に
つ
い
て

の
許
可
の
審
判
を
受
け
，本
人
の
自
宅
を
売
却
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

3

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

を
利
用
す
る
た
め
の

申
立
て
に
つ
い
て

申
立
て
は
，

ど
こ
の
家
庭
裁
判
所
に

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

誰
が
，
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か
？

本
人
の
住
所
地
を
管か
ん

轄か
つ

す
る
家
庭
裁
判
所
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
管か
ん

轄か
つ

の
家
庭
裁
判
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
最
寄
り
の
家
庭
裁
判
所
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
，本
人
，配
偶
者
，四
親
等
内
の
親
族（
※
5
）

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
市
区
町
村
長
が
申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
5
　
四
親
等
内
の
親
族
と
は
，主
に
次
の
方
た
ち
で
す
。

申
立
て
に
必
要
な
書
類
や
費
用
な
ど
は
，ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

申
立
て
に
必
要
な
書
類
や
費
用
の
う
ち
，主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
※
6
）

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

用
）（
※
6
）

（
※
7
）

登
記
手
数
料
（
2,
60
0円
分
の
収
入
印
紙
） 
（
※
8
）

と
う
き

（
※
9
）

戸こ

籍せ
き

謄と
う

本ほ
ん
（
※
10
） 　
　
　
 な
ど

詳
し
く
は
，家
庭
裁
判
所
に
用
意
さ
れ
て
い
る
一
覧
表
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

鑑か
ん

定て
い

に
つ
い
て

　
本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
を
医
学
的
に
十
分
確
認
す
る
た
め
，医
師
に
よ
る
鑑か
ん

定て
い

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の

場
合
，鑑か
ん

定て
い

料りょ
う が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
鑑か
ん

定て
い

料りょ
う の
額
は
個
々
の
事
案
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
鑑か
ん

定て
い

が
必
要
と
な
る
事
案
で
は
，申
立
て
の
時
に
鑑か
ん

定て
い

料りょ
う を
あ
ら
か
じ
め
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
立
て
に
必
要
な
費
用
は
，鑑か

ん

定て
い

料りょ
う を
含
め
原
則
と
し
て
申
立
人
が
負
担
し
ま
す
。

※
6
  用
紙
は
家
庭
裁
判
所
で
入
手
で
き
ま
す
。ま
た
，裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
，家
事
手
続
情
報
サ
ー
ビ
ス
か
ら
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
7
保
佐
や
補
助
に
お
い
て
，代
理
権
や
同
意
権
を
付
与
す
る
審
判
を
同
時
に
申
し
立
て
る
場
合
，こ
れ
ら
の
申
立
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
収
入
印
紙
80
0円
分
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
8
  申
立
書
に
貼
ら
ず
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
9
  額
に
つ
い
て
は
，申
立
て
を
す
る
家
庭
裁
判
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
10
  本
人
の
本
籍
地
の
市
区
町
村
役
場
で
お
取
り
く
だ
さ
い
。

か
ん
 て
い
り
ょ
う

た
て
  か

　
な
お
，経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
，日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
法
テ
ラ
ス
）に
よ
る
申
立
書
作
成
費
用
及
び
鑑
定
料
の
立
替
え

な
ど
民
事
法
律
扶
助
の
各
種
援
助
を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
05
70
-0
78
37
4）
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。
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4

一
般
的
な
手
続
の
流
れ

市
区
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
，日
本

司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
法
テ
ラ
ス
），
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

に
関
わ
る

専
門
職
の
団
体（
弁
護
士
会
，司
法
書
士
会
，社
会
福
祉
士
会
，

税
理
士
会
な
ど
）に
，成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

を
利
用
す
る
た
め
の
手

続
，必
要
な
書
類
，成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

に
な
っ
て
く
れ
る
方
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
，あ
ら
か
じ
め
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
区
町
村
・
民
間
団
体
等

家
庭
裁
判
所

【
手
続
案
内
】

こ
う
け
ん

【
申
立
て
】

申
立
て
に
は
，申
立
書
な
ど
の
書
類
や
，申
立
手
数
料
な

ど
の
費
用
が
必
要
で
す
。 【

▲

詳
し
く
は
3
ペ
ー
ジ
】

申
立
て
の
た
め
来
庁
す
る
日
時
に
つ
い
て
，電
話
で
予

約
を
し
て
い
た
だ
く
家
庭
裁
判
所
も
あ
り
ま
す
。

【
審し
ん

問も
ん

・
調ち
ょ
う

査さ

・
鑑か
ん

定て
い

等
】

こ
う
け
ん
に
ん
こ
う
ほ
し
ゃ

こ
う
け
ん

に
ん
こ
う
ほ
し
ゃ

し
ん
も
ん

本
人
の
判
断
能
力
に
つ
い
て
，鑑か
ん

定て
い

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
審し
ん

判ぱ
ん

（
後こ
う

見け
ん

等
の
開
始
・
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

等
の
選
任
）】

家
庭
裁
判
所
は
，後こ

う

見け
ん

等
の
開
始
の
審し
ん

判ぱ
ん

を
す
る
と
同
時
に
，最
も
適
任
と
思
わ
れ
る
方
を
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

等
に
選せ
ん

任に
ん

し
ま
す
。

し
ん
ぱ
ん

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん
に
ん

し
ん
ぱ
ん
し
ょ

し
ん
ぱ
ん

ふ
ふ
く

ふ
ふ
く
もう
し
た

そ
く
じ
こ
う
こ
く

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん
に
ん

ふ

ふ
く

法
務
局
　
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

登と
う

記き

【

▲

詳
し
く
は
8
ペ
ー
ジ
】

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

等
の
仕
事
が
始
ま
り
ま
す
！

【

▲

詳
し
く
は
5
ペ
ー
ジ
】

後
見
等
の
開
始
の
手
続
の
流
れ
や
，申
立

て
に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て
，ご
説
明

し
ま
す（
説
明
用
の
ビ
デ
オ（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）も

用
意
し
て
お
り
ま
す
。）
。

審
判
は
，不
服
申
立
て
が
な
け
れ
ば
，成
年
後
見
人
等
が
審
判
書
を
受
領
し
て
か
ら
2
週
間
後
に
確
定
し
ま
す
。審
判
に
不

服
が
あ
る
本
人
，配
偶
者
，四
親
等
内
の
親
族（
申
立
人
を
除
く
。）
は
，こ
の
2
週
間
の
間
に
不
服
申
立
て（
即
時
抗
告
）の
手

続
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
，誰
を
成
年
後
見
人
に
選
任
す
る
か
と
い
う
家
庭
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て
は
，不

服
申
立
て
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
立
て
後
，裁
判
所
の
職
員
が
，申
立
人
，後
見
人
候
補
者
，本
人
か
ら
事
情
を
う
か
が
っ
た
り
，本
人
の
親
族
に
後
見

人
候
補
者
に
つ
い
て
の
意
見
を
照
会
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
，必
要
に
応
じ
，裁
判
官
が
事
情
を
た
ず
ね
る
こ

と（
審
問
）も
あ
り
ま
す
。

もう
し
た

もう
し
た

5

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

の
仕
事
に
つ
い
て

※
以
下
の
説
明
は
保
佐
人
，補
助
人
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

に
は
，

ど
の
よ
う
な
方
が

選
ば
れ
る
の
で
す
か
？

せ
ん

こ
う
け
ん
せ
い
 ど

 し
  え
ん
し
ん
た
く

に
ん

せ
ん
に
ん

本
人
に
対
し
て
訴
訟
を
し
た
こ
と
が
あ
る
，破
産
者
で
あ
る
，以
前
に

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

を
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
，一
定
の
事
由
が

あ
る
方
は
，成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
，家
庭
裁
判
所
の
判
断
に
よ
り
，

本
人
の
財
産
か
ら
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

の
役
割
は
何
で
す
か
？

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

の
役
割
は
，本
人
の
意
思
を
尊
重
し
，か
つ
本
人
の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
，本
人
に
代

わ
っ
て
，財
産
を
管
理
し
た
り
必
要
な
契
約
を
結
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，本
人
を
保
護
・
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

の
仕
事
は
，本
人
の
財
産
管
理
や
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
，食
事
の
世
話

や
実
際
の
介
護
な
ど
は
，一
般
に
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

は
そ
の
事
務
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
報
告
す
る
な
ど
し
て
，家
庭
裁
判
所
の
指
示
等
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
こ
れ
を「
後
見
監
督
」と
い
い
ま
す
。）
。

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

は
本
人
の
財
産
を
適
切
に
維
持
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
注
意
!

　
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

は
，本
人
の
利
益
の
た
め
に
，本
人
の
財
産
を
適
切
に
維
持
し
管
理
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。保
ほ

佐さ

人に
ん

，

補ほ

助じ
ょ

人に
ん

も
，与
え
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
内
で
同
様
の
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
，た
と
え
本
人
と
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

が
親
族
関
係
に
あ
る
場
合
で
も
，あ
く
ま
で
「
他
人
の
財
産
を
預
か
っ
て
管

理
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
，成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

の
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

が
本
人
の
財
産
を
投と
う

機き

的て
き

に
運
用
す
る
こ
と
や
，自
ら
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
，親
族
な
ど
に
贈
与
・
貸
付

け
を
す
る
こ
と
な
ど
は
，原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

が
，家
庭
裁
判
所
の
許
可
な
し
に
，本
人
の
財
産
か
ら
報
酬
を
受
け
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

が
本
人
の
財
産
を
不
適
切
に
管
理
し
た
場
合
，成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

を
解
任
さ
れ
る
ほ
か
，損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償しょ
う

請せ
い

求きゅ
う

を
受
け

る
な
ど
民
事
責
任
を
問
わ
れ
た
り
，業ぎょ

う 務む

上じょ
う 横おう

領りょ
う な
ど
の
罪
で
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
が
，最
も
適
任
だ
と
思
わ
れ
る
方
を
選
任
し
ま
す
。本
人

が
必
要
と
す
る
支
援
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
，申
立
て
の
際
に
挙
げ

ら
れ
た
候
補
者
以
外
の
方
（
弁
護
士
，司
法
書
士
，社
会
福
祉
士
，税
理

士
等
の
専
門
職
や
，法
律
又
は
福
祉
に
関
わ
る
法
人
な
ど
）を
選
任
し

て
，後
見
事
務
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
，弁
護
士
，司

法
書
士
等
を
選
任
し
，後
見
制
度
支
援
信
託
（
※
11
） の
利
用
を
検
討
し

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
11
　
後
見
制
度
支
援
信
託
に
つ
い
て
は
，リ
ー
フ
レ
ット
「
後
見
制
度
に
お
い
て
利
用
す
る
信
託
の
概
要
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。リ
ー
フ
レ
ット
は
，家
庭
裁
判
所
，裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イト
か
ら
入
手
で
き

ま
す（
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
。な
お
，保
佐
，補
助
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
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成
年

後
見
人

本
人

6

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

は
，具
体
的
に
は
，次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
い
ま
す

ま
ず
は

日
々
の
生
活
で

①
財ざ
い

産さ
ん

目も
く

録ろ
く

を
作
る

　
本
人
の
財
産
の
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
し

て
，成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

選せ
ん

任に
ん

後
１
か
月
以
内
に
，家

庭
裁
判
所
に
財ざ
い

産さ
ん

目も
く

録ろ
く

を
出
し
ま
す
。

②
今
後
の
予
定
を
立
て
る

　
本
人
の
意
向
を
尊
重
し
，本
人
に
ふ
さ
わ
し

い
暮
ら
し
方
や
支
援
の
仕
方
を
考
え
て
，財
産

管
理
や
介
護
，入
院
な
ど
の
契
約
に
つ
い
て
，

今
後
の
計
画
と
収
支
予
定
を
た
て
ま
す
。

本
人
の
財
産
を
管
理
す
る

　
本
人
の
預
金
通
帳
な
ど

を
管
理
し
，収
入
や
支
出

の
記
録
を
残
し
ま
す
。

本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
を
結
ぶ

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
や
，施
設
へ
の

入
所
契
約
な
ど
を
，本
人
に
代
わ
っ
て
行
い
ま

す
。

家
庭
裁
判
所
に
報
告
す
る

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん
に
ん

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

の
任
期
は
い
つ
ま
で
で
す
か
？

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん
に
ん

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

を
辞
任
す
る
に
は
，家
庭
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
と
な
り
，そ
れ
も
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
。

　
た
だ
し
，補
ほ

助じ
ょ

人に
ん

は
，代
理
権
が
付ふ

与よ

さ
れ
た
特
定
の
法
律
行
為
が
完
了
す
る
な
ど
し
た
場
合
，代
理
権
や
同
意
権
を
取
り

消
す
審し
ん

判ぱ
ん

を
申
し
立
て
る
な
ど
し
て
，そ
の
仕
事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
の
状
況
を

必
要
に
応
じ

　
家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
，成
年
後
見
人
と
し
て

行
っ
た
仕
事
の
報
告
を
し
，必
要
な
指
示
等
を
受

け
ま
す（
こ
れ
を「
後
見
監
督
」と
い
い
ま
す
。）
。

通
常
，本
人
が
病
気
な
ど
か
ら
回
復
し
判
断
能
力
を
取
り
戻
し
た
り
，亡
く
な
る
ま
で
，成
年
後
見
人
と
し
て
責
任
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。申
立
て
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
当
初
の
目
的
（
例
え
ば
，保
険
金
の
受
領
や
遺
産
分
割
な
ど
）
を
果

た
し
た
ら
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん
に
ん

家
庭
裁
判
所
で
は
，成
年
後
見
人
の
仕
事
と
責
任
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
ビ
デ
オ（
D
V
D
）も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

7

任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

契け
い

約や
く

を
結
ぶ
た
め
に
は
，

ど
の
く
ら
い
の
費
用
が

か
か
る
の
で
す
か
？

任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

公こ
う

正せ
い

証しょ
う 書し
ょ

作
成
の
基
本
手
数
料
（
11
,0
00
円
）

登と
う

記き

嘱しょ
く 託た
く

手て

数す
う

料りょ
う （
1,
40
0円
）

法
務
局

ほ
う
む

きょ
く

に
納
付
す
る
印
紙
代
（
2,
60
0円
）

登と
う

記き

嘱しょ
く

託た
く

書し
ょ

郵
送
用

の
切
手
代
な
ど
）

任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

と
は
，ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
で
す
か
？

　
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

は
，本
人
に
十
分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
，将
来
，判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
備

え
て
，あ
ら
か
じ
め
自
ら
が
選
ん
だ
代
理
人
（
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

人に
ん

）
に
，自
分
の
生
活
，療
養
看
護
や
財
産
管
理
に
関
す
る
事
務
に

つ
い
て
代
理
権
を
与
え
る
契
約
（
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

契け
い

約や
く

）
を
，公こ
う

証しょ
う 人に
ん

の
作
成
す
る
公こ
う

正せ
い

証しょ
う 書し
ょ

に
よ
っ
て
結
ん
で
お
く
も
の
で
す
。

公
証
人

任
意

後
見
人

本
人

任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

契け
い

約や
く

は
い
つ
か
ら
効
力
を
持
つ
の
で
す
か
？

本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
，家
庭
裁
判
所
で
本
人
の

任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

監か
ん

督と
く

人に
ん

が
選せ
ん

任に
ん

さ
れ
て
初
め
て
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

契け
い

約や
く

の

効
力
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
手
続
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
，本
人
や
そ
の

配
偶
者
，任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

受じ
ゅ

任に
ん

者し
ゃ

，四
親
等
内
の
親
族
な
ど
で
す
。

任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

監か
ん

督と
く

人に
ん

選せ
ん

任に
ん

の
申
立
て
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
，家
庭
裁
判
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

本
人

任
意
後
見
人

契
約

任
意
後
見
監
督
人
の
選
任

家
庭
裁
判
所
に
任
意
後
見
監
督
人
選
任
の
申
立
て

本
人
の
判
断
能
力
の
低
下

監
督

任
意
後
見
監
督
人

契
約
の
効
力
が
発
生

契
約

任
意
後
見
人
に
よ
る
支
援
の
開
始
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8

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

登と
う

記き

制せ
い

度ど

に
つ
い
て

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

登と
う

記き

制せ
い

度ど

と
は
，ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
で
す
か
？

　
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

登と
う

記き

制せ
い

度ど

は
，成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

な
ど
の
権
限
や
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

契け
い

約や
く

の
内
容
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
登と
う

記き

し
，登と

う

記き

官か
ん

が
登と
う

記き

事じ

項こ
う

を
証
明
し
た
登と
う

記き

事じ

項こ
う

証しょ
う

明め
い

書し
ょ

（
登と
う

記き

事じ

項こ
う

の
証
明
書
・
登と
う

記き

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証

明
書
）
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
登と
う

記き

情じょ
う 報ほ
う

を
開
示
す
る
制
度
で
す
。

後こ
う

見け
ん

開か
い

始し

の
審し
ん

判ぱ
ん

が
さ
れ
た
と
き
や
，任に

ん

意い

後こ
う

見け
ん

契け
い

約や
く

の
公こ
う

正せ
い

証しょ
う

書し
ょ

が

作
成
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
，家
庭
裁
判
所
ま
た
は
公こ
う

証しょ
う

人に
ん

か
ら
の
嘱しょ
く

託た
く

に
よ
っ
て
登と
う

記き

さ
れ
ま
す
。

登と
う

記き

さ
れ
て
い
る
本
人
・
成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

な
ど
（
※
12
）
は
，登と

う

記き

後
の
住

所
変
更
な
ど
に
よ
り
登と
う

記き

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
「
変
更
の
登と
う

記き

」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
，本
人
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
法ほ
う

定て
い

後こ
う

見け
ん

ま
た
は
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

が
終
了
し
た
と
き
は
「
終
了
の
登と
う

記き

」
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
※
13
）

こ
の
「
変
更
の
登と
う

記き

」「
終
了
の
登と
う

記き

」
の
申
請
は
，本
人
の
親
族
な
ど

の
利
害
関
係
人
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。登と

う

記き

の
申
請
は
，
申
請
書

に
記
入
の
上
，書
留
郵
便
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
と
き
に

登
記
が
さ
れ
る
の
で
す
か
？

※
12
  本
人
（
成
年
被
後
見
人
・
被
保
佐
人
・
被
補
助
人
・
任
意
後
見
契
約
の
本
人
），
成
年
後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人
，成
年
後
見
監
督
人
・
保
佐
監
督
人
・
補
助
監
督
人
，

任
意
後
見
受
任
者
・
任
意
後
見
人
，任
意
後
見
監
督
人

※
13
  こ
の
場
合
，必
ず
選
任
さ
れ
た
家
庭
裁
判
所
に
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後こ
う

見け
ん

開か
い

始し

の
審
判
が

さ
れ
た
と
き

公こ
う

正せ
い

証しょ
う 書し
ょ

が
作
成

さ
れ
た
と
き

公こ
う

証し
ょ
う

人に
ん

家
庭
裁
判
所

嘱し
ょ
く

託た
く

終
了
の

登と
う

記き

変
更
の

登と
う

記き

登と
う

記き

申
請

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

を
利
用
す
る
方
々

9

ど
の
よ
う
な
と
き
に
，登と

う

記き

事じ

項こ
う

の
証
明
書
・
登と
う

記き

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の

証
明
書
を
利
用
で
き
ま
す
か
？

　
た
と
え
ば
，成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

が
，本
人
に
代
わ
っ
て
財
産
を
売
買
す
る
と
き
や
，介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
な
ど
を
締て
い

結け
つ

す
る

と
き
に
，取
引
相
手
に
対
し
登と
う

記き

事じ

項こ
う

の
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，そ
の
権
限
な
ど
を
確
認
し
て
も
ら
う
と
い
う

利
用
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
，成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

（
法ほ
う

定て
い

後こ
う

見け
ん

・
任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

）
を
受
け
て
い
な
い
方
は
，自
己
が
登と
う

記き

さ
れ
て

い
な
い
こ
と
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
に

登と
う

記き

事じ

項こ
う

の
証
明
書
・

登と
う

記き

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の

証
明
書
の
交
付
請
求
を

す
る
の
で
す
か
？

交
付
請
求
で
き
る
方

窓
口
又
は
郵
送
で
の
請
求

　
登
記
さ
れ
て
い
る
本
人
，
そ
の
配
偶
者
・
四
親
等
内
の
親
族
，

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

人に
ん

な
ど
，一
定
の
方
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
請
求
の
際
は
，決
め
ら
れ
た
申
請
書
に
，収
入
印
紙（
手
数
料
）（
※
15
）

を
貼
り
，必
要
な
書し
ょ

面め
ん
（
※
16
）
を
添
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。登と

う

記き

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
申
請
書
の
書
き
方
は
右
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
で
す
。

　
な
お
，証
明
書
を
交
付
す
る
際
に
は
，免
許
証
・
保
険
証
な
ど
本

人
確
認
の
た
め
の
資
料
の
提
示
・
提
供
が
必
要
で
す
。窓
口
で
申

請
さ
れ
る
場
合
に
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
，郵
送
で
申
請
さ
れ
る
場
合
に
は
，あ
ら
か
じ
め
コ
ピ
ー
し
た

も
の
を
同
封
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
14
 請
求
先

東
京
法
務
局
民
事
行
政
部
後
見
登
録
課
　
〒
10
2－
82
26
　
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
1
－
1
－
15
　
九
段
第
2
合
同
庁
舎
4
階

電
話
03
-5
21
3-
12
34
（
代
表
），
03
-5
21
3-
13
60
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

※
15
 収
入
印
紙（
手
数
料
）の
額
　
登
記
事
項
の
証
明
書
…
…
1通
に
つ
き
55
0円
　
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
書
…
…
1通
に
つ
き
30
0円

※
16
 本
人
の
配
偶
者
又
は
四
親
等
内
の
親
族
が
証
明
書
の
交
付
請
求
を
す
る
場
合
に
は
，親
族
関
係
を
証
す
る
書
面
と
し
て
戸
籍
謄（
抄
）本
や
住
民
票
等
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
，本
人
か
ら
委
任
を
受
け
た
代
理
人
が
，本
人
に
代
わ
っ
て
証
明
書
の
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
，そ
の
場
合
に
は
，委
任
状
を
添
付
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
窓
口
で
の
交
付
は
，東
京
法
務
局
民
事
行
政
部
後
見
登
録
課
及

び
東
京
法
務
局
以
外
の
各
法
務
局
・
地
方
法
務
局（
本
局
）
の
戸

籍
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
，返
信
用
封
筒（
あ
て
名
を
書
い

て
，切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
て
東
京
法
務
局
に
郵
送
で

請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
※
14
）
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1
0

登と
う

記き

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
申
請
書
の
書
き
方

　
申
請
書
は
，最
寄
り
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
や
，法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
:/
/w
w
w
.m
oj
.g
o.
jp
/）

で
取
り
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

自
分
の
証
明
書
を
申
請
す
る
場
合

１
（
乙
中
花
子
さ
ん
が
自
分
の
証
明
書
を
申
請
す
る
場
合
）

請
求
さ
れ
る
方
，証
明
を
受
け
る
方
は
い
ず
れ
も
花

子
さ
ん
と
な
り
ま
す
。

添て
ん

付ぷ

書し
ょ

類る
い

は
不
要
で
す
。

本
人
の
配
偶
者
又
は

四
親
等
内
の
親
族
が
申
請
す
る
場
合

２

（
甲
野
秋
男
さ
ん
が
父
の
甲
野
太
郎
さ
ん
の
証
明
書
を

申
請
す
る
場
合
）

請
求
さ
れ
る
方
は
秋
男
さ
ん
，証
明
を
受
け
る
方
は

太
郎
さ
ん
と
な
り
ま
す
。

本
人
と
の
関
係
を
証
明
す
る
戸こ

籍せ
き

謄と
う

（
抄し
ょ
う ）
本ほ
ん

な
ど

を
添て
ん

付ぷ

し
ま
す
。

●
●

●
●

●

○
○
県
○
○
市
○
○
町
1－
1

オ
ツ
ナ
カ

ハ
ナ
コ

乙
中

花
子

1

●
●
－
●
●
●
－
●
●
●
●

オ
ツ
ナ
カ

ハ
ナ
コ

乙
中
　
花
子

○
○

○
○

○

○
 ○
 県

○
○
市

○
○
町
 1
－
1

○
 ○
 県

○
○
市

○
○
町
 1

乙 中

●
●

●
●

●

○
○
県
○
○
市
○
○
町
2－
2

コ
ウ
ノ

ア
キ
オ

甲
野

秋
男

●
●
－
●
●
●
－
●
●
●
●

1
コ
ウ
ノ

タ
ロ
ウ

甲
野
　
太
郎

○
○

○
○

○

○
 ○
 県

○
○
市

○
○
町
 3
－
30

○
 ○
 県

○
○
市

○
○
町
 3

甲 野

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
機
能
付
き
電
話
で
，
音
声
案
内
に
従
っ
て
次
の
コ
ー
ド
番
号
を
プ
ッ

シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
後
見
開
始
（
案
内
）
５
４
０
１
／
（
申
立
書
・
記
入
例
）
７
４
０
１

　
　
保
佐
開
始
（
案
内
）
５
４
０
２
／
（
申
立
書
・
記
入
例
）
７
４
０
２

　
　
補
助
開
始
（
案
内
）
５
４
０
３
／
（
申
立
書
・
記
入
例
）
７
４
０
３

　
　
任
意
後
見
監
督
人
選
任
（
案
内
）
５
４
０
４
／
（
申
立
書
・
記
入
例
）
７
４
０
４

※
１
分
10
円
（
税
別
）
の
通
話
料
金
の
み
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
携
帯
電
話
や

　
公
衆
電
話
等
の
場
合
は
，
料
金
が
異
な
り
ま
す
。）

※
P
H
S
・
IP
電
話
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

成せ
い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

た
め
に
役
立
つ
法
制
度
情
報
や
，

最
も
適
切
な
相
談
窓
口
の

情
報
に
つ
い
て
は

任に
ん

意い

後こ
う

見け
ん

契け
い

約や
く

に
つ
い
て
は

各
市
区
町
村
の
 地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
 法
テ
ラ
ス
 

＊
法ほ
う

定て
い

後こ
う

見け
ん

制せ
い

度ど

を
利
用
す
る
際
に
必
要
な
経
費
を
助
成
し
て
い
る
市
区
町
村
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
，
各
市
区
町
村
の
窓
口
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

＊
障
害
者
の
方
の
相
談
窓
口
は
，市
区
町
村
及
び
市
区
町
村
が
委
託
し
た
指
定
相
談

支
援
事
業
者
と
な
り
ま
す
の
で
，
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
本
公
証
人
連
合
会
 （
TE
L 
03
－
35
02
－
80
50
）

ま
た
は

全
国
の
公
証
役
場

◆
家
事
手
続
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

◆
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ht
tp
:/
/w
w
w
.c
ou
rt
s.
go
.jp
/

成
年
後
見
の
申
立
て
を

行
う
た
め
の

手
続
，
必
要
書
類
，

費
用
等
に
つ
い
て
は

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん

 
平
成
24
年
７
月
　
最
高
裁
判
所

ht
tp
:/
/w
w
w
.h
ou
te
ra
su
.o
r.
jp
/

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
時
に
は

ht
tp
:/
/w
w
w
.k
os
ho
ni
n.
gr
.jp
/

05
70
－
0お

7な

8や

3み

7な

4し

05
70
－
03

さ

1い

8ば
ん

4し

0ょ

♪
♪

♪
♪

検
索

裁
判
所

＊
固
定
電
話
で
あ
れ
ば
，
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
分
8.
5
円
（
税
別
）
で
通
話
す

   
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
「
03
-6
74
5-
56
00
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

＊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
，
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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